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与論島の透き通った海には
魚、貝、カニ、蛇、海藻、だけではなく
目には見えないプランクトンなど数え切れない種類の
生きものがくらしています。
その中でも、植物のような石のような不思議なサンゴは
魚たちのすみかになったり、強い波の力を和らげるなど
生きものや島を守ってくれるとても大事な存在です。
しかし、水がだんだんと汚れてきてしまい
サンゴは今、あまり元気とは言えない状態です。
環境省はサンゴを島のみなさんと守っていくために
どんなことをしているのか、このフォーラムでご紹介します。
もっとサンゴのことを知ってもらい、元気になるよう
一緒に考えて行きましょう。
サンゴについての疑問などにもお答えしますので、
ぜひご参加ください。

「質問箱」で参加申し込みをした小中高校生限定

12:00 フォーラム終了

 観察会参加者昼食

12:45 事前レクチャー・班分け

13:00 バスで出発

13:20 麦屋漁港着

13:30 乗船～グラスボートからの観察

14:10 下船～バス乗車・出発

14:30 福祉センター着・ふりかえり

15:00 終了

 9:30 開場

 10:00 開会 主催挨拶

 10:05 子どもたちからの取組発表

  茶花小学校

  B&G海洋クラブ

  与論高校

 10:45 講演

  「与論島の水と私たちの暮らし」
  中野 拓治 先生 琉球大学 農学部客員教授

 11:10 小中高校生からの「質問箱」紹介

 11:15 「サンゴしょうの恵みに恩返しをしよう」
  土屋 誠 先生 琉球大学 名誉教授

 11:40 質問コーナー

 12:00 主催挨拶 閉会

午後は小中高生のみなさんと

参加希望者は学校で配布された

船で観察会を行います！
!

「珊瑚
礁質問箱」でフォーラム参加

に

はいとお答えくだ
さい

[お問い合わせ]  （公財）日本生態系協会　048-649-3860　担当：安東

お弁当
付き！
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